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地盤改良機の着底管理システム

「ボトムシーク」 竹中土木

⾣概　　　要

地下ダムは，地中に止水นを構築することで海に流ग़する地

下水の流れをせき止め，地൫のؒܺに水をஷཹさせるものであ

る。写真─ 1 に 4M8 工法による止水น構築状گをࣔす。こ

のため，地下ダムの地下水ஷཹの性能をຬするために地中࿈

ଓนをଳ水下部のः水（ෆಁ水）まで֬実にணఈさせนの

止水性能を֬保することが重要となる。

ෆಁ水のਂは，事લϘーリングௐࠪに基づいて設計ਂ

をܾ定しているが，Ϙーリング地ؒで地ڥの大きなى෬が

存在している場合には，これをଊえることは難しい。

従来では写真─ 2 にࣔすように，ΦーΨー۷機でのઌ行

後にΦーΨーを引きൈき，ΦーΨーਕઌにணした土ྃ

մを目֬ࢹೝすることにより管理している。目ࢹによる土࣭֬

ೝの֬実性はあるものの，施工中にෆಁ水へ౸ୡしたか

൱かをஅできず，ෆಁ水上のਂをѲできないため，

ࠜ入れ長の管理が行えないという課題があった。

そこで本システムでは，ΦーΨー۷機のΦーΨー吊ՙ重と

性をղੳすることにより，リアルタ速機のෛՙ電流の関ݮ

イムにෆಁ水へ؏入したਂの定を可能とした。

⾣特　　　徴

①リアルタイムでのணఈ定

ΦーΨー۷機にணされた計測ثからಘられるデータを 1

ඵ毎にパιコンに伝ૹし，ଈ時ղੳすることにより施工中にண

ఈの定を行う（写真─ 3）。

②ෆಁ水へのࠜ入れਂさ管理

ෆಁ水の上ਂをѲできるため，ࠜ入れ長の管理が可

能となる。

ᶅシンプルなஔ構成

ϊートパιコン 1 台とΦーΨー۷機に備わっているՙ重

計，電流計，ਂ測定ஔでシステムが構築されているため，

༰қにಋ入可能である。

⾣用　　　途

・ΦーΨー۷機を用いた原Ґஔ機械֧፩のணఈ管理

⾣実　　　績

・地下ダム地中࿈ଓน築造工事

⾣問 合 せ 先

㈱竹中土　技術・生産本部

〒 136-8570　東京都江東区新࠭ 1-1-1

TELɿ03-6810-6214
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